
第４０９回教員会議・第５５３研究科委員会 議事要録 

 

１．日  時  令和５年９月１３日（水） １３：３０～１７：１５ 

２．場  所  行政政策学類大会議室 

３．確認事項  第４０７回教員会議・第５５２回研究科委員会、第４０８回教員会議議事要

録を確認した。 

４．議  題 

 

 

◎教員選考規程に基づく教員会議 

（１）「社会学原論」担当教員の選考結果について<投票> （資料１：会議後回収） 

学類長から、学類教員選考規程第６条第５項に基づき選考委員会の新藤主査に審査の経過 

及び結果の報告を求める旨の発言があった。新藤主査から、審査経過、被選考者の研究業績 

及び面接審査の結果等について詳細な説明の後、小田和正氏を「社会学原論」担当の准教授 

採用適格者とした旨の報告があった。 

報告を受けて、同規程第７条に基づく投票を行った結果、審査報告は受理された。 

次いで、同規程第８条に基づく投票を行った結果、同氏を「社会学原論」担当の准教授候 

補者とすることを決定した。令和５年１０月１日付け採用予定として学長に報告することと 

した。 

 

 

◎一般教員会議 

［協議事項］ 

（１）令和５年度９月卒業者の決定について（資料２：会議後回収） 

教務委員から、資料に基づき現況報告と説明があり、行政政策学類の社会と文化専攻１ 

名、地域政策と法コース３名、地域社会と文化コース４名が卒業要件を満たしている旨の 

説明と卒業について提案があった。挙手採決の結果、承認された。 

 

（２）令和 5年度演習ガイダンス等の日程について（資料３） 

教務委員から、資料に基づき、問題探究セミナーⅡ・Ⅲ及び演習のガイダンス日程につ 

いて提案があり、承認された。 

 

（３）令和 5年度非常勤講師計画の変更について（資料４） 

教務委員から、資料に基づき、非常勤講師計画の変更について提案があり、承認され 

た。 

 

（４）学士課程の改革について（資料５） 

  学類長から、資料に基づき、これまでの経緯等について説明があり、７月３１日開催の 

学長等との意見交換及び８月８日開催の第１８９回運営会議について報告があった。   

続いて、今回の学士課程改革による問題の整理と方向性や課題等について説明があり、質 

疑が行われた。 



質疑の後、学類長から、今後の進め方として、学類による懇談会について検討している 

こと、議論のプロセスの段階であることから、ご協力いただきたいとの発言があった。 

議長から、９月２８日に、２回目の学長等との意見交換があるため、ご意見等について 

お寄せいただきたいとのアナウンスがあった。 

 

（５）奨学寄附金（加藤光良様からの相続財産による寄附）の使途について（資料６） 

  学類長から、資料に基づき、奨学寄附金の使途について提案があり、承認された。 

 

［報告事項］ 

（１）教員の退職について  

学類長から、金炳学前准教授が 8/31付け退職したことについて報告があり、了承された。 

 

（２）研究費不正使用にかかる再発防止策の周知について（資料７） 

  学類長から、研究費不正使用による懲戒処分をふまえ、資料に基づき、不正使用の発生に 

より、法人評価結果や運営費交付金配分など、大学全体へ負の影響をもたらすことになるた 

め、各自、再発防止に努めていただきたい旨、研究費不正使用の再発防止策について説明 

があり、了承された。 

 

（３）令和 5年度後期学類研究生の辞退について（資料８） 

教務委員から、資料に基づき、後期学類研究生の辞退について報告があり、了承された。 

 

（４）学生の休学について  議題取り下げ 

 

（５）入学料免除選考結果及び入学料納入結果について（資料９：会議後回収） 

学生生活委員から、資料に基づき、入学料免除選考結果について報告があり、了承された。 

 

（６）令和５年度９月期の現代教養コースの卒業判定について（資料１０：会議後回収） 

現代教養コース運営委員から、資料に基づき、コミュニティ共生モデル１名の卒業につい 

て現代教養コース運営委員会で認められた旨の報告があり、了承された。 

 

（７）夜間主検証 WG中間報告について（資料１７－１～３：１７－２のみ会議後回収） 

  夜間主検証 WG から、資料に基づき、夜間主コースにおける現状把握等の中間報告につい

て報告があり、質疑の後、了承された。 

 

（８）運営会議報告（第１８９回 ８月８日開催）（資料１１） 

   ①【協議】大学改革（学士課程改革）について  

②その他情報共有等 （なし） 

    学類長から、資料に基づき、詳細な報告があり、了承された。 

 

（９）教育研究評議会報告（第４０４回 ８月２９日書面開催）（資料１２） 

①【報告】2050年度ゼロカーボンシティの実現に向けた 福島市と国立大学法人 



福島大学の連携に関する協定書の締結について 

    福島評議員から、資料に基づき、詳細な報告があり、了承された。 

 

（１０）運営会議報告（第１９０回 ９月５日開催）（資料１３） 

①【報告】運営会議における令和５年度運営計画（大学院関連計画）の進捗確認につい 

て（第２回目）  

②【報告】教育研究費の使用に関するコンプライアンス教育等実施計画について 

③【報告】教育研究費の不正防止計画実施状況の確認について 

④【報告】ティーチング・アシスタント業務の適正な管理について 

⑤【報告】令和６年度国立大学法人運営費交付金概算要求額の伝達等について 

⑥その他情報共有等 （人事院勧告について） 

  学類長から、資料に基づき、詳細な報告があり、了承された。 

 

（１１）令和５年度行政政策学類現員表について（資料１４） 

   学類長から、資料に基づき、令和５年９月１日現在の学類現員について報告があり、了 

承された。 

 

（１２）教員の外国出張について  

   学類長から、以下教員の外国出張について報告があり、了承された。 

・高橋有紀 外国出張 8/29～9/11 英国 TI-FRIS フェロー国際メンター所属機関での 

研究・調査  TI-FRIS 補助金 

 

（１３）外部資金の受け入れについて  

   学類長から、以下外部資金の受け入れを行ったことについて報告があり、了承された。 

・阪本尚文教員 奨学寄附金  

三菱財団人文科学研究助成金 

（高橋幸八郎の思想と実践-比較経済史学エゴ・ドキュメントアーカイブの構築と活用- 

金額：110,000 円（総額 1,600,000 円分割配分） 

期間：令和５年７月～令和５年９月 

 

・塩谷弘康教員（小規模自治体研究所 所長） 受託研究  

一般財団法人飯舘までい文化事業団 

（阿武隈流域における「保存食」文化の調査研究 -「凍み餅」の制作技法、伝統、そし 

て生活文化に関する総合調査-） 

金額：1,200,000 円 

期間：令和５年８月８日～令和６年２月２９日 

 

（１４）須賀川市と福島大学の阿武隈川流域古墳群発掘調査に関する覚書について（資料１５）

学類長から、資料に基づき、須賀川市団子山古墳発掘調査が完了し、新たに阿武隈川流 

域古墳群発掘調査に関する覚書を締結したことについて報告があり、了承された。 

 



（１５）その他 

①教務委員からのアナウンス 

教務委員から、1) 令和 5年度特殊講義の開講希望について 、2) 令和 5年度コア・ア 

クティブ科目の開講希望について、3) 全学 FDの開催について（10/26）、アナウンスが 

あった。 

 

②国際交流センター運営会議委員からのアナウンス 

国際交流運営委員に代わり、福島評議員から、1) 特別聴講学生（交換留学生）の授業履 

修について（依頼） （資料１６）アナウンスがあった。 

 

 

  ③学類長からのアナウンス 

学類長から、1)旅行命令簿、出張報告書、休日の振替簿等の提出についてアナウンスが 

あった。 

 

 

◎研究科委員会 

［協議事項］ 

なし 

［報告事項］ 

（１）院生の退学について  

教務委員から、大学院生１名の退学について報告があり、了承された。 

 

 

 

 議長から、次回の教員会議は１０月１１日（水）１３時３０分から開催する旨のアナウンス

があった。 


